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まちなかのふるさと教育 
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１．この事業の経緯 

岡山後楽館 

「岡山県産木材ふれあい事業」は、 

岡山県産木材の需要拡大事業の一環として、 

２０１６年度～ 
 「岡山県備前県民局 森林企画課」 
       と 
 「岡山後楽館高校」の 
       協同事業として始まる 

２０１６年～２０１９年（４年目） 



この事業は、備前県民局の協力により 

「岡山県産ヒノキ材」を提供して頂く 

     

  

 

岡山後楽館 

高校生は、木材とふれあう機会が創出される     

  

 「岡山後楽館高校」の工業系の授業で高校
生たちが、岡山県産木材を使って「木工作
品」を製作することができる。 

     

  

 

 木材（ヒノキ材）に慣れ親しむことがで
きる。 

     

  

 



岡山後楽館 

    製作した「木工作品」は、近隣の幼・小
学校や地域の施設などに提供する。 

  この事業により、 

 社会貢献する  

 利用する子どもたちや地域の方々にも 
木材と触れ合う機会が創出されます。 

「岡山県産木材の需要拡大」 

「高校生が木材に触れ合う」 
「子どもや地域の方々が木材に触れ合う」 

複数の効果が得られる 



岡山後楽館 

岡山 
後楽館高校 

各企業・事業所
の協力 

小学校や 
地域の施設 

今年度から 
 

 ２０１９年度より、「備前県民局」 

 協賛して頂ける「民間企業・事業所」と
後楽館高校の共同事業での取り組み 



岡山後楽館 

「伐って、使って、 

  植えて、育てる」 

健康な森のサイクル 

間伐したヒノキ材を 

  積極的に使う！ 

２．森を健康に保つには… 

国産木材を使うこと⇒地球温暖化の 

          防止につながる 



岡山後楽館 

３．１年生の「工業技術基礎」では 

ベンチのサイズ 

   長さ；1400㎜ 

    幅：430㎜ 

   高さ：450㎜ 
    

◎半年間、手間をかけて製作‼ 



岡山後楽館 

４．３年生の「課題研究」では 

     （旧インテリア実習Ⅱ） 

昨年度の作品 



岡山後楽館 

５．贈呈記念式典 
 ① 岡山市立宇野小学校 

 

（平成31年2月21日） 

 

 ② 倉敷市立岡田幼稚園（平成31年3月4日) 

高校生から園児へ寄贈 

３組（７作品）寄贈 

ヒノキ木工作品 

ヒノキ木ベンチ 

３脚 寄贈 



岡山後楽館 

６．作品提供数(2016～2019年度) 
①「工業技術基礎」で、 
 製作したヒノキベンチ 

２４校の小学校 
 (68脚寄贈） 

宇野小学校へ寄贈 岡山中央小学校へ寄贈 

②「課題研究」で製作 
 したヒノキ木工作品 

シーガルズへ寄贈 

閑谷学校へ寄贈 

１４の施設、幼稚園等 
 (37セット寄贈） 



岡山後楽館 

７．作品をつくりあげて 

 ひのきベンチを完成させて、 

最初は本当にベンチができるの 

かと思って作っていましたが、 

製作していくうちに、実感が湧いてきて、完成
したときはほっとしました。（１年生より） 

 かなり時間がかかりましたが、自分の理想と
する作品が完成しました。一生懸命作ったので、
遣り甲斐を感じることができました。（３年生
より） 

３年生の感想 

１年生の感想 完成後の記念写真 



岡山後楽館 

８．まとめ 
 県民局（企業）＋学校＋地域（小学校等
の地域の施設）との協同事業により、 

 私たちは、第三者が使う作品づくりに興
味と戸惑いを感じ取り組んできましたが、 

 半年以上のかけて製作していくと、木材
の温かさや肌触りを感じとり、 

 作ることの楽しさに加えて、提供先の人
たちの気持ちまで考えるようになりました。 



岡山後楽館 

製作者の思いや愛着が 

  染み込んだ作品で、 

 提供先の子どもたちや 

 一つの作品を通して、環境問題・地域密
着・他団体とのつながりなど多くの学びや
思いやり等を理解することができた。 

地域の方々に、木材の温もりや肌触りを 

存分に感じて頂きたいと思います。 



２０１７年６月から実施 
延べ３００人が利用 
 
 





らっかんランチ食堂 
 

２０１９年度開催予定日 

（営業時間 １２:００～１３：００） 

５月１０日（金）  ６月２８日（金）
７月１２日（金）   ８月２日（金） 

９月２０日（金）     １０月２５日（金）
１１月１５日（金）  

１２月２０日（金） １月２４日（金） 
 

 



西川水族館を始めるきっかけ 

西川クリーン作戦 



西川水族館とは？ 

西川に生息する水生生物を捕まえ、歩
行者天国などで展示する活動 
２０１６年１０月から１３回実施 
 

西川の自然の豊かさについて知ってもらう！ 
生き物が暮らしやすい環境を守るため、 
ごみを捨てないよう呼びかける！ 



西川水族館の実施に向けて 



水そう展示とともに水中カメラでのLIVE中継 

西川水族館の実施 



西川水族館の実施 

生き物にとってどちらが暮らしやすい 



探究「岡山の未来」 １年生 
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探究「岡山の未来」 １年生 

 



探究「岡山の未来」 ２・３年生 
岡山市（岡山県）の地域課題について
研究テーマを決定 

 

「問い」を設定 

 

仮説を立て、調査を実施 

 

結果をまとめ考察 



探究「岡山の未来」 ２・３年生 

研究テーマ（例） 
 
 西川に置く「ヒノキベンチ」 
 Youは何しにオカヤマへ 
 保育問題 
 岡山の駐輪問題 
 岡山市の独居高齢者の実態調

査と改善策の提示 
 災害時訪日外国人要援護者の

避難方法 
 



1つの物事に対して、答えを1つだけ導き
出すのではなく、様々な面から物事を考
えより良い答えを導き出すことの大切さ
を学んだ。調べてみると岡山にはたくさ
ん良いものがあるのでこれから大人に
なっても岡山で働き、次の世代の人たち
にも岡山の良いところをたくさんＰＲし
ていきたいと思った。 
 

生徒の感想 



まとめ 
唯一の岡山市立高校として、「まちな
かのふるさと教育」を推進することで、
持続可能な社会を支え、社会に貢献で
きる生徒を育成する 



ご清聴ありがとうございました 


